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平成26年度財務諸表

　　新地方公会計制度による
　　　　平成26年度財務諸表を作成しました
　本市では、民間企業の考え方を取り入れた会計基準で皆
様に財政状況をお知らせするため、総務省より示された「総
務省方式改訂モデル」を用いて財務諸表４表を作成してい
ます。
　なお、本紙においては財務４表のうち「貸借対照表（バ
ランスシート）」のみ掲載し、それ以外の財務諸類は市の
ホームページに掲載しましたので、そちらをご覧ください。

地方公共団体の決算は、その年度における収入・支出
の状況を表しているのに対し、貸借対照表は今までに
市が建設してきた学校や福祉施設、道路、公園などの
資産【市民の財産】の状況と、そのために将来負担し
なければならない借入金などの負債を把握することが
できます。

普通会計バランスシート

借方（資金の使われ方）
１ 公共資産
①　有形固定資産 888億 6,572万円
　　庁舎、道路、公園、学校、保育園、
　　公民館、体育館などの土地、建物
②　売却可能資産 1億 5,304万円

890億1,876万円Ⓐ
２ 投資等
①　投資及び出資金 １億 8,140万円
②　基金など 76億 2,548万円
③　その他 3億 6,038万円
　　　長期延滞債権など

81億6,726万円
３ 流動資産
①　資　金
　　現金や必要に応じてすぐ使える基金（預金）
　　・財政調整基金 25億 1,316万円
　　・減債基金 32億 2,183万円
　　・歳計現金 13億 9,056万円
②　未収金 1億 570万円

72億3,125万円
●資産合計

1,044億1,727万円Ⓑ（1,042億6,367万円）

貸方（資金調達のされ方）
１ 固定負債
　１年以上先に支払うもの
①　地方債 175億 5,678万円
②　長期未払金 3億 106万円
③　退職手当引当金 31億 4,176万円

209億9,960万円
２ 流動負債
　１年以内に支払うもの
①　翌年度償還予定地方債 21億 9,308万円
②　未払金 9,379万円
③　賞与引当金 5億 2,025万円

28億   712万円
●負債合計

238億0,672万円Ⓒ（241億3,635万円）
１ 純資産
　すでに負担して、支払いが済んでいる資産
①　国県補助金など 147億 9,055万円
②　一般財源など 658億 2,000万円

●純資産合計
806億1,055万円Ⓓ（801億2,732万円）

●負債・純資産合計
1,044億1,727万円（1,042億6,367万円）

◇バランスシートから分かること◇
　これまで下野市は、1,044億1,727万円Ⓑの資産を形成してきました。そのうち、公共資産（学校・道路・公園など）
の890億1,876万円Ⓐが将来に引き継ぐ資産になります。資産のうち、806億1,055万円Ⓓは、これまでの世代の負担で、
すでに支払いが済んでいます。残りの238億 672万円Ⓒを将来の世代が負担していくことになります。

・ 資 産 合 計 1,044億1,727万円【市民１人当たり 174万円（174万円）】

（　）内は前年度の金額

・ 負 債 合 計 238億3,672万円【市民１人当たり 40万円（040万円）】
・ 純資産合計 806億1,055万円【市民１人当たり 134万円（132万円）】
※平成27年３月31日現在、住民基本台帳人口　60,066人
　普通会計とは一般会計と仁良川地区土地区画整理事業特別会計の一部を合算したものです。

（平成27年３月31日現在）

貸借対照表（バランスシート）とは
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